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１ はじめに 

 大牟田市には、諏訪川、白銀川、大牟田川、隈川、堂面川という、５つの本流となる河川がある。 

本校の校区には、そのうちの一つである諏訪川の支流である鳴川が流れており、例年、４年生が総

合的な学習の時間に川の環境調査を行ってきた。平成２９年度からは、校区に白銀川が流れる上内

小、大牟田川が流れる中友小、隈川が流れる吉野小、堂面川が流れる明治小との共同学習体制をつ

くり、それぞれ川について調べたことを交流する「５校合同川サミット」を位置づけ、子ども達の

発信の場を確保してきたところである。しかし、数年、５校での取り組みを続けていく内に、教師

も子ども達も「４年生では川の環境について学習をすることになっている」「他校と交流しなけれ

ばならない」「川サミットをしなければならない」というように、主体的に学ぼうとする意識が薄

れてきていた。そこで、本年度から２年にわたり、「子ども達が自分で考え、行動する」ことを意

識して学習を進めていくため、以下に示す学習過程と４つの留意点について５校で共通理解を図り、

改めて協働学習に取り組んだ。 

  

(１)【課題把握➀】において、先輩からこれま                        

での取り組みの成果と残った課題を明確に

した引き継ぎを行うこと 

(２)【整理・分析➀】において、各校の調査活                        

動を比較する場を設定し、子ども達自身で新

たな課題を見いだすようにすること 

(３)【行動化➀】について、子どもの「やって                        

みたい」という思いを重視して、教師はその

取り組みの成果と課題が明確になるよう支

援すること 

(４)【整理・分析➁】において、大牟田市の川環

境を改善するためのアイデアを出し合う 

場として「５校合同川サミット」を位置づけ、 

５校の共通実践を子ども達自身で決定でき 

るよう教師が支援すること。 

 

資料１  協働学習の学習過程 



 

 

２ 取り組みの実際 

２－１ 先輩達からの引き継ぎ（導入） 

これまで、導入の段階で課題をつかませる際

には、各学校で作成されている指導計画に準じ

て課題把握を行ってきた。しかし、ある種マニ

ュアルである教育指導計画に沿って学習を進

めた結果、毎年子どもが変わってもする事は同

じ事の繰り返しという課題が生まれていた。 

そこで、５校全てで「先輩からの引き継ぎによ

る課題把握」を位置づけ、学習のスタートを   

写真１ ５年生の先輩達からの引き継ぎの様子   切った。このことにより、本実践で自分達 

がすべきことが明確になり、第１回目の川調

査に対する、「先輩達の取り組みの結果、川の

現状がどうなっているか」を調査するという

目的意識が生まれた。ただ漠然と川へ行って

GT の話を聞くだけでなく、「水質（COD パッ

クテストによる酸素濃度）」「透明度」「指標

生物」「落ちているゴミの量と種類」という４

つの観点をもって、調査に取り組むことがで

きた。子ども達は、自分達が思っていたよりも 

校区の川がきれいで、生き物が棲息しやすい     

状態であることに喜んでいたが、やはりゴミ  

写真２ 第１回川環境調査の様子     が落ちていることについて懸念を示していた。 

  

 

２－２ ZOOM によるリモート交流 

続いて、第１回の川環境調査の後、各校分かったこ

とをまとめ、お互いの結果を比較する場を設定した。

ZOOM を活用して、お互いの調査結果を伝え合い、

４校分のデータを比較することで、大牟田の川環境

の実態を知る考えることで、新たな課題を見いだす

ためである。 

本校の児童は、諏訪川の支流である鳴川を調査し、

自分達の地域の川はきれいだということに安心しき

っていた。しかし、５校で情報交換した際、下流に行

くほど透明度や酸素濃度の結果がよくないことや、

汚れた水に棲む指標生物が姿を表していること、ゴ

ミの種類に目を向けると、たばこやお酒、コーヒーな

ど、子どもだけじゃなく、大人が捨てている可能性

が高いことにも付き、自分達の校区だけじゃなく、

大牟田全体の川環境を改善したいという思いを持つ

ことができた。また、ZOOM での交流を通して、同

じ学習に取り組む仲間がいることに気付き、心強さ

と共に今後の学習への意欲を高めることができた。 

 



 

 

２－３ 自力解決の取り組み 

ZOOM を活用した他校の児童との交流を通して、「下流に行くほど水が汚れていること」「大人

もゴミを捨てている現状があること」を知った子ども達は、その課題を改善するために自分達に何

ができるかを話し合った。その結果、「保護者に呼びかけ、家庭排水を減らす取り組みを広げるこ

と」「全校生徒に、家庭排水を減らす取り組みを呼びかけ、チェックシートに記録してもらうこと」

「みんなで校区を回ってゴミ拾いをすること」が挙げられた。しかし、水質や透明度、生き物の生

息状況に大きな変化はなく、ゴミを拾っても、日が経てばまた新たなゴミが落ちている、といった

状況であった。 

この状況を変えるにはどうすればいいか、もっと多くの人の手を借り、考える必要があることを

押さえ、「５校合同川サミット」への目的意識を持たせるようにした。 

 

写真３           写真４                写真５ 

川環境を守る取組の     全校生徒にチェックシートを      ゴミ拾いの様子 

保護者アンケート      お願いしている様子 

 

 

２－４ ５校合同川サミットの開催 

 

１２月２日。本年度の「５校合同川サミット」を開

催した。この川サミットは、昨年度まではポスターセ

ッション形式で学習のまとめを発表し合う会だった

ものを、「自分達が調べたり行動したりした結果、明

らかになっている現状をどうするか」を話し合う会へ

と方向転換している。それぞれの学校でゴミ拾いや家

庭排水を減らす取り組みをやってみて、やはりどの学

校も本校と同じような課題を感じていたため、活発な

議論が交わされた。グループ毎に５校の共通実践のア

イデアを出し合った後、全体での最終決定を行った。

結果、本年度の５校共通実践は「共通のキャッチフレ

ーズを入れたポスターをたくさんの場所に貼って発

信すること」に決定し、キャッチフレ 

ーズは全員の投票で決めることで話がまとまった。   

子ども達自身で話し合い、考えた取り組みである 

ことが、今後の共通実践への意欲を大きく高めること 

につながった。 



 

 

 

２－５ ｢キャッチフレーズ｣の作成と発信 

５校合同川サミットでは、「共通

のキャッチフレーズを入れたポス

ターを作り、発信する」ことが共通

実践として決定した。そこでまず、

５校すべての子どもたちに冬期休

業期間でそれぞれキャッチフレー

ズを考えてもらうことになった。３

学期が始まってすぐ、各校で選考さ

れた代表作品を集約し、その中で最

もふさわしいと思う作品を子供た

ちの意思で投票してもらった。 

Google form で作成したアンケー

トに、児童も自分のタブレットから投票して決定したキャッチフレーズについて納得感を持ってポ

スター作成に取り組むことができた。ポスターは、本校では第一版として地域の町づくり協議会に

協力をお願いして７０部、自分たちの手で掲示をお願いしにいく分を一人３枚の３０部、合計で１

００部を作成した。子どもたちは現在、ポスターの掲示について地域の方の協力をいただき、晴ら

せていただくことができるようになった。今後、次の４年生に引き継ぎを行い、来年度のスタート

ではこのキャッチフレーズがどれだけ地域の方に浸透したかを調査し、新たな課題につなげていき

たい。 

 

３ まとめ 

本実践を通して、子どもたちは川の環境を守ることについて

大変主体的に関わるようになった。特に、今回５校で共通理解

を図った４つの留意点を意識し、教師主導ではなく、子どもた

ちの意思を尊重した指導を行ったことは、子どもたちの学ぶ意

欲を向上させ、自分で考え行動する姿につながったと考える。 

また、本年度の実践を通して、地域の川環境を守るため、５校

のみんなで考えたキャッチフレーズを入れたポスターの掲示を

行ったが、このポスターがどれだけ浸透し、どのように川 

の様子が変わったかは、残念ながら本年度中の調査をすること 

はできなかった。このことについては、次年度の実践で新４年 

生に成果と課題を明確に引き継ぎ、導入につないでいきたいと   資料２ 児童の変容 

考えている。次年度の実践について、現時点の見通しとしては、 

メディアや市政を巻き込んだ、大きな発信活動につなげてい 

きたいと考えている。 
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